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ひざ かか 

僕 は 膝 を 抱へ ながら、 洋画家の o 君と 話して ゐた。 

赤 シャツ を 着た o 君 は 畳 の 上に 腹 這 ひに なり、 のべ 

つに バット を ふかして ゐた。 その 又 o 君の 傍らに は 

妙に ものものしい 義足が 一 つ、 白 足袋の 足 を 仰向かせ 

てゐ た。 

「まだ 残暑と 云 ふ 感じ だね ご 

まゆ 

o 君 は 返事 をす る 前に ちょっと 眉 を ひそめる やうに 

えんさき し をん 

し、 縁先の 紫苑へ 目をやった。 何 本 かの 紫苑 はいつ の 

ま こま むらが 

間に か 細かい 花 を簇ら せた まま、 そより ともせずに 

日 を 受けて ゐた。 

なん 

「おや、 こいつ はもう 咲いて ゐら あ。 この 何と 



云った つけ、 団扇の 画の 中に ゐる 花の 野郎 は ご 

海の 音の 聞えない、 空気の 澄んだ 日の 募だった。 僕 

はや はり o 君と 一 しょに 広い 砂の 道 を 散歩して ゐた。 

ひと リ い がき 

すると 向う から お嬢さんが 一 人、 生け垣に 沿うて 歩い 

て 来た。 白地の 耕に 赤い 帯 をし めた、 可也 背の 高い 

お嬢さんだった。 

「あ、 あのお 嬢さん は 気の毒 だな あ。 長い 脚 を 持て 

あっか 

扱 つて ゐるご 



実際 そ の 又 お嬢さんの 態度 は o 君の 言葉に そっくり 

だった。 

X 

つ ゑ こわき 

o 君 は 杖 を 小脇に した まま、 或 大きい 別荘の 裏の コ 

ンクリ イトの 塀に 立ち小便 をして ゐた。 そこへ 

きんがんき やう じゅんさ ひとり 

近眼鏡 か 何 かかけ た 巡査が 一人 通りかかった。 巡査 

とが はくせん 

は 勿論 咎めたかった と 見え、 白扇で o 君 を 指さす やう 

にした。 

「これです。 これです ご 



ども 

o 君 は 多少 吃りながら、 杖で 二三 度 右の 脚 を 打った。 

右の 脚 は 義足だった から、 かんかん 云った のに 違 ひな 

かった。 

うち 

「僕の 家 は そこなんで すが、 ：：： 」 

巡査 は にゃにゃ 笑 つ たぎり、 何も 言 はずに 通りす ぎ 

てし まった。 

X 

こず ゑ 

家々 の 屋根 や 松の 梢 に 西日の 残って ゐる 夕が ただ 

つた。 僕 は キャンディ ィ • ストア ァの 前に 偶然 o 君と 



顔 を 合せた。 o 君 は 久しぶりに 和服に 着換 へ、 松葉杖 

をつ いて 来たの だった。 

「け ふ は 松葉杖 だね ご 

o 君 は 白い 歯 を 見せて 笑った。 

「ああ、 け ふはォ オル (櫂) にした よご 

X 

うち ゆ 

僕 は o 君の 家へ 遊びに 行き、 四畳半の 電燈の 下にい 

ろい ろの こと を 話し合った。 が、 大抵 は 神経と かテレ 

ひとり 

パシィ とかの 話だった。 U と 云 ふ 僕の 友 だち の 一 人 は 



コップに 水 を 入れて 枕 もとへ 置き、 暫くた つて その 

コップ を 見る と、 いっか 水が 半分に なって ゐる、 或晚 

など はう とうとして ゐ ると、 いきなり 顔へ 水が かかつ 

た。 しかし 驚いて 飛び起きて 見る と、 コップ だけ は 倒 

れず にちやん として ゐる、 —— そんな 話 も 出た もの だ 

つた。 

それから 僕 等 は 散歩 かたがた、 町まで 買 ひものに 出 

かける ことにした。 すると o 君 はいつ もに 似合 はず、 

ひぢか 

肘掛け 窓の 戸な ど をし め はじめた。 のみならず 僕に か 

う 言って 笑った。 

「この 窓に 明りが さして ゐる とね、 どうも そとから 帰 



ひとり 

つて 来た 時に 誰か 一人 ここに 坐って、 湯で ものんで ゐ 

さうな 気がする からね ご 

もちろん じす ゐ せいく わ つ 

◦ 君 は 勿論 この 家に 自炊 生活 をして ゐ るので ある。 

X 

あ ひか はらず 

o 君 はけ ふ も 不相変 赤 シャツに 黒い チョッキ を 着た 

うらび さし しちりん 

まま、 午前 十 一 時の 裏 庇 の 下に 七輪の 火 を 起して ゐた。 

まつかさ うらきど 

焚き つけ は 枯れ 松葉 や 松 蓋 だ つ た。 僕 は 裏木戸 へ 顔 を 

めし た 

出しながら、 「どう だね？ 飯 は 炊け るかね？」 と 言つ 

た。 が、 o 君 はふり 返る と、 僕の 問に は 答へ ずに あた 



りの 松の木へ 顋を やった。 

「かう やって 飯 を 炊いて ゐる とね、 松 は 皆 焚きつ けの 

木 —— だよ ご 

X 

パナマ 帽を かぶった o 君 は 小高い 砂丘に 腰をおろし、 

せっせと ブラッシュ を 動かして ゐた。 柱 だけの 白い バ 

ンガ ロォが 一 軒、 若い 松の 群 立った 中に ひっそりと 

よろ ひど おろ 

鎧 戸 を 下して ゐる。 —— それ を 写生して ゐる のだった。 

松 は 僕 等の 居 ま はりに も 一 ニニ 尺の 高さに 阵 びた まま、 



さすがに 秋ら しい 風の 中に 青い 松かさ を 実 のらせて ゐ 

た。 

「松 ぼっくりと 云 ふ もの はこん な 松に もなる ものなん 

だね ご 

o 君 は ブラッシュ を 動かしながら、 僕の 方へ 向かず 

に 返事 をした。 

にんしん 

「女の子が 妊娠した と 云 ふ 感じ だな あご 

X 

あ ひだ ほっく 

o 君 は 本職の 仕事の 間 にせつ せと 発句 を 作って ゐ 



る。 ちょっと o 君 を 写生した 次 手に それ 等の 発句 もつ 

け 加へ ると すれば —— 

ちく はさみ かな 

らん 竹に 鋏 入れた る 曇リ哉 

やぐ わた へちま ほ 

夜具 綿 は 糸瓜の 棚に 干し もせよ 

わくら 葉 は 蝶と なりけ リ糸 すすき 

へ ちま 

うすら 日 を 糸瓜 か はむ け 井戸端に 

ひとき はに あ をき は 草の 松林 

大 つぶ もま じへ て 栗の はし リ哉 

ほうせんく わたね 

屬仙花 種 を わ リてぞ もず のこ ゑ 

くげぬ ま 

(十五 • 十 • 十一 鵠沼) 
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